
目
黒
川
の
水
害
の
歴
史 

目
黒
川
の
生
い
立
ち 

目
黒
川
水
位
警
報
シ
ス
テ
ム 

Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が 

　
　
新
し
く
な
り
ま
し
た 

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
！ 

船
入
場
と
調
節
池 

▲ 目黒川の警報スピーカー 

▲ 中目黒駅前浸水写真 
　（目黒区資料）昭和56年7月 

▲ 目黒川起点 

▲ 昨年の七夕飾り 

▲ ＧＴ歩道のおしっこ禁止札 

編
集
後
記
 

例
年
三
月
後
半
に
開
花
す
る

目
黒
川
の
桜
も
今
年
は
二
週
間

も
早
ま
り
、Ｇ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
四

月
号
は
編
集
終
盤
で
差
し
替
え

な
ど
苦
労
し
ま
し
た
。 

そ
の
桜
は
副
都
心
線
の
乗
り

入
れ
に
よ
り
、花
見
客
も
増
え

て
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。 

都
内
で
屈
指
の
桜
の
名
所
と

な
っ
た
目
黒
川
も
氾
濫
の
歴
史

を
経
て
護
岸
工
事
な
ど
に
よ
り
、

今
の
桜
並
木
が
あ
り
ま
す
。Ｇ

Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
夏
号
で
は
、そ
の

生
い
立
ち
を
少
し
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
。 

4月15日（月）～4月30日（火） 5月22日（水）～5月31日（金） 5月7日（火）～5月21日（火） 

6月18日（火）～7月3日（水） 6月3日（月）～6月17日（月） 

春
か
ら
夏
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
レ
ポ
ー
ト 

七
夕
短
冊
募
集
！ 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
毎
回
、 

地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
彩
な 

作
品
を
飾
っ
て
い
ま
す 

今後のＧＴギャラリーカレンダー 

　
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
中
目

黒
地
域
在
住
で
、
作
品
展
示
を
希

望
さ
れ
る
方
の
ご
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
展
示
の
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
　
㈱
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

　
０
３
（
５
７
０
４
）
０
０
４
６ 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
午
前
九
時

よ
り
午
後
十
時
ま
で
の
ご
鑑
賞

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
ご
案
内
 

④ 東山フォトクラブ展 ⑤ 仏像彫刻・木彫刻教室 
写真展 

② 金子以伸水彩画展 ③ 丸田悦子押し花絵展 ① 獺画会作品展 

①
　
墨
の
響
き 

　
　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
展 

　
　
　
七
月
四
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
八
日（
木
） 

②
　
松
本
次
郎
展 

　
　
　
七
月
十
九
日（
金
）〜 

　
　
　
　
　
八
月
二
日（
金
） 

③
　
天
野
政
雄
展 

　
　
　
八
月
五
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
九
日（
月
） 

④
　
深
津
諭
美
子
と 

　
　
　
斉
子
典
夫
コ
ラ
ボ
展 

　
　
　
八
月
二
十
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
九
月
三
日（
火
） 

⑤
　
若
林
タ
カ
子
展 

　
　
　
九
月
四
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
八
日（
水
） 

目
黒
川
は
大
正
期
に
入
っ
て
、

治
水
と
共
に
船
が
運
航
で
き
る
運

河
に
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
大
正

十
二
年
に
着
工
、途
中
中
断
な
ど

を
経
て
昭
和
十
二
年
に
完
成
し
た
。 

し
か
し
、そ
れ
以
降
も
大
雨
が

降
る
と
川
の
水
量
が
増
し
溢
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。 

山
手
通
り
と
駒
沢
通
り
の
交
差

点
近
く
に
通
称「
船
入
場
」と
呼
ば

れ
る
場
所
が
あ
る
。　
　（
二
面
へ
） 

目
黒
川
氾
濫
の
歴
史
か
ら
の
教
訓 

目
黒
川
流
域
で
は
昭
和
五
十
四

年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
二
十

八
年
間
で
四
十
五
回
の
水
害
に
見

舞
わ
れ
て
、大
橋
か
ら
下
流
の
船

入
場
ま
で
は「
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
」の
適
用
を
受

け
昭
和
六

十
年
に
河

川
改
修
が

完
了
、
更

に
下
流
は

平
成
七
年

に
完
成
し
た
。こ
れ
ら
の
河
川
改

修
と
、調
節
池
の
整
備
な
ど
に
よ

り
目
黒
川
の
氾
濫
も
無
く
な
っ
た
。 

目
黒
川
に
は
洪
水
の
注
意
を
知

ら
せ
る「
水
位
警
報
シ
ス
テ
ム
」が

整
備
さ
れ
て
い
る
。 

警
報
内
容
は
次
の
通
り
。 

○
警
戒
水
位
警
報 

目
黒
川
の
水
位
が
上
部
ま

で
、二
メ
ー
ト
ル
五
十
セ

ン
チ
に
達
し
た
時
・・・ 

①
十
五
秒
の
サ
イ
レ
ン 

②
五
秒
の
休
み 

③
十
五
秒
の
サ
イ
レ
ン 

サ
イ
レ
ン
は
九
回
鳴
る
。 

○
危
険
水
位
警
報 

目
黒
川
の
水
位
が
上
部
ま
で 

一
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
時 

①
三
分
の
サ
イ
レ
ン 

②
一
分
の
休
み 

③
三
分
の
サ
イ
レ
ン 

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
二
回
鳴
る
。 

目
黒
区
内
の
目
黒
川
沿
い
に
十

二
箇
所
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
て
情
報
が
流
れ
る
の
で
、

大
雨
の
際
は
、心
得
て
お
く
と
速

や
か
な
対
応
が
取
れ
る
。 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、五
月
か
ら

施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。新
し
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
店
舗
の

紹
介
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、ま
た

Ｇ
Ｔ
に
来
ら
れ
る
方
々
に
ア
ク
セ

ス
の
内
容
を
よ
り
詳
し
く
掲
載
し

ま
し
た
。 

お
知
ら
せ

や
イ
ベ
ン
ト

案
内
な
ど
を

Ｇ
Ｔ
内
向
け

に
発
信
で
き

る
ペ
ー
ジ
な

ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の

役
割
も
持
た
せ
た
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。今
後
も
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

Ｇ
Ｔ
の
歩
道
植
木
の
中
に
、犬

の
糞
や
お
し
っ
こ
の
跡
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

植
栽
が
枯
れ

て
し
ま
い
ま

す
の
で
飼
い

主
の
皆
さ
ん

ご
協
力
下
さ

い
。 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
毎
年
オ
フ
ィ

ス
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に「
Ｇ
Ｔ
七

夕
飾
り
」を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

テ
ナ
ン
ト
社
員
の
皆
さ
ま
や
来

訪
の
方
々
な
ど
が
、色
々
な
願
い

を
短
冊
に
書
い
て
飾
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。な
お
、期
間
終
了

後
抽
選
を
行
な
い
、一
万
円
の
全

国
共
通
商
品
券
な
ど
が
当
た
り
ま

す
。期
間
な
ど
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

○
募
集
期
間 

六
月
二
十
四
日
〜
七
月
七
日 

○
展
示
期
間 

六
月
二
十
四
日
〜
七
月
十
四
日 

○
応
募
資
格 

Ｇ
Ｔ
内
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
に
お

勤
め
の
皆
様
・
Ｇ
Ｔ
に
お
住
ま
い

の
方 

○
方
法 

オ
フ
ィ

ス
棟
エ
ン

ト
ラ
ン
ス

に
備
え
付

け
の
短
冊

に
願
い
ご
と
を
書
い
て
笹
に
飾
っ

て
下
さ
い
。 

○
当
選
発
表 

七
月
十
日
〜
三
十
一
日
ま
で
オ

フ
ィ
ス
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
当
選

番
号
を
掲
示
し
ま
す
。賞
品
渡
し

は
八
月
八
日
ま
で
。地
下
一
階
事

務
局
ま
で（
５
７
０
４
）０
０
４
６ 

※平成元年以降、目黒川流域（目黒区内観測所での観測分）で浸水被害のあった水害（都建設局・水害記録より抜粋） 
H17年9月11日 
H16年10月9日 
H14年9月7日～8日 
H12年7月4日 
H12年7月3日 
H11年8月29日 
H9年8月23日 
H5年8月27日 
H1年8月1日 雷雨 63.3

34.21
17.86
43.26
0.35
0.03
0.18
2.47
0.29

247
4
80
369
30
1
9
33
3

582
119
92
700
13
5
4
48
20

191.0
241.0
89.0
102.0
64.0
88.0
61.0
222.0
81.0

62.0
66.0
78.0
101.0
62.0
84.0
56.0
70.0
71.0

台風11号 
集中豪雨 
集中豪雨 
集中豪雨 
集中豪雨 
集中豪雨 
台風22号 
集中豪雨 

上目黒 
上目黒 
三田 
三田 
三田 
中央 
駒場 
中央 
三田 

年月日 洪水要因 
浸水面積 
（ha） 日雨量 

（mm） 
時間最大雨量 
（mm） 

被害棟数 

▼ 目黒川流域の主要水害 
目黒区内の河川・流域 

床下（棟） 床上（棟） 観測所名 

降雨記録 

目
黒
川
は
主
に
、目
黒
区
、品
川

区
及
び
世
田
谷
区
に
ま
た
が
る
流

域
面
積
四
十
五
平
方
キ
ロ
、延
長

八
キ
ロ
の
二
級
河
川
で
あ
る
。世

田
谷
区
池
尻
三
丁
目
で
烏
山
川
と

北
沢
川
が
合
流
し
上
流
端
と
な
っ

て
い
て
、途
中
、蛇
崩
川
が
合
流
し

東
京
湾
に

注
い
で
い
た
。 

目
黒
川

の
支
流
で

あ
る
烏
山
川
、

北
沢
川
及

び
蛇
崩
川

は
下
水
道
幹
線
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、現
在
、目
黒
川
に
は
下

水
道
局
の
落
合
水
再
生
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
高
度
処

理
水
が
導
水
さ
れ
、

水
量
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。 

地
層
的
に

は
、
洪
積
世

後
期
に
分

類
さ
れ
る

川
の
左
岸

「
淀
橋
台
」と
や
や
新
し
い
川
の
右

岸「
目
黒
台
」に
挟
ま
れ
た
沖
積
低

地
の
中
を
流
れ
て
い
る
。 

第43号
2013年夏号（7月発行）

目黒区上目黒 2-1-1 
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FAX 03（5721）8928
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Black DIC F41



八
幡
神
社
大
祭
 

▲ 船入場調節池（目黒区資料） 
　（手前が上流） 

▲ 避難場所の様子 

▲ 新しくなった駅側公園入口 

▲ ブタのオブジェ 

▲ すっきりした滑り台 

▲ 公園中央の通路 

▲ 昨年の例祭の一コマ 

▲ 玉串奉奠の様子 

▲ タパスライブ 

▲ 昨年の神輿風景 

▲ 昨年の打ち水作戦風景 

▲ 総会の様子 

▲ オープニング目黒囃子 

▲ この部分はこれから工事 

▲ 目黒消防署長の講評 

目
黒
川
護
岸
工
事
と
桜
並
木
 

目
黒
川
流
域
豪
雨
対
策
計
画
 

Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練
実
施
 

蜻 

現
在
の
舟
入
場
付
近
 

蜷 

目
黒
川
の
桜 

　
　
　
（
宿
山
橋
付
近
） 

蜷 

多
く
の
観
客
の
前
で 

▼ 青木目黒区長の挨拶 

▼ コンサートの一シーン 

▼ ビンゴ風景 

Ｇ
Ｔ
春
ま
つ
り
 

　
ホ
リ
デ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
 

管
理
組
合
総
会
 

く
す
の
木
ま
つ
り
 

第
六
天
社
例
祭
 

イ
ベ
ン
ト
報
告
 

Ｇ
Ｔ
打
ち
水
作
戦
 

中
目
黒
夏
祭
り
 

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
 

第
六
天
社
九
月
例
祭
 

目
黒
川
流
域
の
治
水
対
策
は
、

都
内
の
各
流
域
別
の
一
つ
と
し
て

平
成
五
年
に
「
目
黒
川
流
域
の
総

合
的
な
治
水
対
策
暫
定
計
画
」
と

し
て
河
川
や
下
水
道
の
整
備
、
流

域
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
実
施
し

て
き
た
が
、
東
京
都
総
合
治
水
対

策
協
会
は
平
成

二
十
年
作
業
部

会
に
お
い
て
、

河
川
や
下
水
道

の
整
備
を
始
め

と
し
た
具
体
的

な
対
策
や
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
暫
定
計
画
か
ら
見
直
し
た
「
目

黒
川
流
域
豪
雨
対
策
計
画
」
を
策

定
し
た
。
こ
れ
を
基
に
現
在
も
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

目
黒
銀
座
児
童
遊
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
進
行
中
 

目
黒
川
の
桜
並
木
は
こ
こ
数
年

都
内
で
も
屈
指
の
桜
の
名
所
と
し

て
多
く
の
花
見
客
を
集
め
、
中
目

黒
の
最
大
観
光
資
源
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
桜
は
古
く
か
ら
の
桜
で

は
な
く
、
目
黒
川
の
護
岸
工
事
の

後
に
二
代
目

と
し
て
植
え

ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ

れ
以
前
の
目

黒
川
は
年
に

何
度
も
氾
濫

を
繰
り
返
し

た
川
で
あ
っ

た
。 そ

こ
で
こ
れ
ら
を
防
止
す
る
為

川
を
掘
り
下
げ
堤
防
を
整
備
す
る

工
事
が
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
行

わ
れ
、
そ
れ
以
前
の
桜
は
撤
去
さ

れ
た
。
し
か
し
地
元
か
ら
桜
の
保

存
運
動
が
起
こ
り
、
既
存
の
一
部

を
一
旦
他
に
移
し
、
工
事
終
了
後

に
戻
し
て
不
足
分
も
補
植
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
目
黒
川
の
桜

も
紆
余
曲
折
を
経
て
、
春
の
中
目

黒
を
彩
っ
て
い
る
。 

四
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
四
時
ま
で
Ｇ
Ｔ
広
場
で
Ｇ
Ｔ
春

ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
「
ホ
リ
デ
ー
ゴ
ス
ペ
ル

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
題
し
て
中
目
黒

を
始
め
と
し
た
目
黒
地
域
の
ア
マ

チ
ュ
ア
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
四
組

が
強
風
の

中
で
迫
力

あ
る
歌
声

を
披
露
し

ま
し
た
。

四
人
か
ら

三
十
人
の

グ
ル
ー
プ
で
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
者
、
観
客
全

員
で
大
合
唱
と
な
り
、
Ｇ
Ｔ
ゴ
ス

ペ
ル
が
誕
生
し
た
一
コ
マ
で
し
た
。 

ま
た
、
当
日
は
環
境
へ
の
取
組

み
の
一
環
と
し
て
携
帯
ゴ
ミ
袋
を

参
加
者
に
配
っ
た
り
、
春
の
花
鉢

の
抽
選

会
が
あ

っ
た
り

と
楽
し

い
イ
ベ

ン
ト
と

な
り
ま

し
た
。 

▲ 昨年の阿波踊り（上） 
　　　とよさこい（右）蜷 

船
の
運
行
が
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
ろ
、
上
流
は
川
幅
が
狭
く
、
こ

こ
か
ら
下
流
で
往
来
が
あ
っ
た
。

こ
の
場
所
が
船
の
発
着
場
だ
っ
た

の
で
船
入
場
と
名
付
け
ら
れ
た
。

平
成
二
年
に
は
こ
の
地
下
に
約
五
・

五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
調
節
池
が

作
ら
れ
、
豪
雨
の
際
の
備
え
と
な

っ
て
い
る
。ま
た
、地
上
部
は
ふ
れ

あ
い
広
場
と
な
っ
て
い
る
。 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、
五
月
二
十

三
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら
、
Ｇ

Ｔ
総
合
避
難
訓
練
が
行
な
わ
れ
た
。

火
災
発
生
に

よ
る
避
難
を

重
点
に
オ
フ

ィ
ス
、
居
住

者
、
店
舗
の

皆
さ
ん
約
八

百
八
十
名
が

参
加
し
た
。 

当
日
は
目
黒
消
防
署
の
全
面
協

力
が
あ
り
、
ま
た
青
木
目
黒
区
長

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
本
番
さ

な
が
ら
に
緊
張
の
中
で
進
行
し
ま

し
た
。 

午
後
二
時

に
疑
似
の
火

災
発
生
放
送

が
流
れ
、
避

難
経
路
を
使

い
、
約
二
十

分
で
一
階
広

場
に
避
難
し
、

避
難
者
確
認

後
、
青
木
区

長
、
小
泉
目
黒
消
防
署
長
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
は
し

ご
車
に
よ
る
救
出
訓
練
、
屋
上
か

ら
ロ
ー
プ
に
よ
る
救
出
な
ど
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
デ
モ
が
あ
り
、
解
説

を
受
け
な
が
ら
参
加
者
は
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
消
火
器
の
操
作
体
験
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
操
作
な
ど

を
Ｇ
Ｔ
警
備

ス
タ
ッ
フ
解

説
の
も
と
、

備
え
の
一
つ
と
し
て
実
体
験
し
て

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
致
し
ま
し

た
。
同
訓
練
は
毎
年
春
秋
の
二
回

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｇ
Ｔ
の
近
く
、
東
横
線
高
架
の

横
に
「
目
黒
銀
座
児
童
遊
園
」
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
子
供
た
ち
に

ブ
タ
公
園
と
し

て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
た
だ

長
年
の
利
用
に

よ
り
荒
れ
て
い

ま
し
た
の
で
地

元
上
二
東
町
会

な
ど
が
会
を
作

り
目
黒
区
に
働

き
か
け
、
昨
年
度
、
今
年
と
二
年

が
か
り
で
予
算
が
下
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
約
半

分
の
工
事
が
終

了
し
Ｇ
Ｔ
側
が

綺
麗
に
変
身
し

ま
し
た
。 

ブ
タ
公
園
の

愛
称
で
あ
る
、

ブ
タ
の
マ
ス
コ

ッ
ト
は
入
口
に

残
さ
れ
て
ま
す
。

　
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
、
シ
ー
ソ
ー

な
ど
は
新
し
く
な
り
、
子
供
た
ち

の
楽
し
そ
う
な
遊
び
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
工
事
は
中
間
の

細
い
通
路
ま
で
が
終
わ
り
奥
の
部

分
は
今
年
度
改
修
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
夜
間
は
暗
い
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
街
灯
も
改
善
さ
れ
明
る
く

な
り
、
今
年
度

全
て
の
工
事
が

終
わ
る
と
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

児
童
遊
園
が
お

目
見
え
し
ま
す
。 

▼ レスキュー隊に 
　  よる救出訓練 

五
月
十
二
日
（
土
）
午
後
三
時

か
ら
、
境
内
に
お
い
て
、
中
目
黒

八
幡
神
社
岡
部
宮
司
の
司
式
に
よ

り
崇
敬
会
の

皆
様
に
よ
る

例
祭
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ

の
後
Ｇ
Ｔ
会

議
室
に
お
い
て
崇
敬
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
三
管
理
組
合
は
六

月
十
七
日（
月
）、午
後
三
時
か
ら

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

併
せ
て
譁
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー
の

定
時
株
主
総

会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

各
総
会
は
順

調
に
進
行
さ

れ
予
定
通
り

終
了
致
し
ま

し
た
。 

五
月
十
九
日
（
日
）
十
三
時
か

ら
、
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
主
催
「
く

す
の
木
ま
つ
り
二
○
一
三
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
十
二
時

過
ぎ
か
ら
事
前
に
店
舗
で
配
ら
れ

た
ビ
ン
ゴ
引
換
券
の
交
換
が
始
ま

り
、
十
三
時
か
ら
目
黒
囃
子
保
存

会
の
演
奏
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
は
二
回
行
な

わ
れ
来
場
の
皆
様
は
数
字
に
一
喜

一
憂
し
て

い
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
で

は
、
ピ
エ

ロ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン

ス
に
子
供

た
ち
は
大

は
し
ゃ
ぎ

し
、
マ
ジ
ッ
ク
や
風
船
芸
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
の
ス
テ
ー

ジ
は
本
格
的

ジ
ャ
ズ
、
タ

パ
ス
ラ
イ
ブ
。

素
晴
ら
し
い

演
奏
に
買
い

物
客
も
足
を

止
め
、
じ
っ

く
り
と
聞
き

惚
れ
て
い

ま
し
た
。

人
形
釣
り

な
ど
Ｇ
Ｔ

縁
日
も
好

評
で
天
候

に
も
恵
ま

れ
た
一
日

で
し
た
。 

九
月
十
五
日
（
日
）、
十
五
時

よ
り
、
Ｇ
Ｔ
敷
地
内
第
六
天
社
境

内
に
お
い
て
崇
敬
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
九

月
例
祭
が

執
り
行
わ

れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆

様
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

九
月
二
十
八
日
（
土
）、
二
十

九
日
（
日
）
中
目
黒
八
幡
神
社
に

お
い
て
平
成
二
十
五
年
度
例
大
祭

が
執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。 

中
目
黒
地
域
を
神
輿
や
山
車
が

勇
壮
に
練

り
歩
き
ま
す
。

Ｇ
Ｔ
で
も

担
ぎ
手
の

皆
さ
ん
の

接
待
を
予

定
し
て
い

ま
す
。 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
で
は
、
こ
の
夏
の

節
電
へ
の
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し

て
、「
Ｇ
Ｔ
打
ち
水
作
戦
」
を
実

施
し
ま
す
。
八
月
九
日
（
金
）
昼

十
二
時
か
ら
Ｇ
Ｔ
広
場
で
一
斉
に

打
ち
水
を
行
な
い
ま
す
。
地
面
温

度
が
何
度
下
が
る
か
楽
し
み
で
す
。

沢
山
の

皆
様
の

ご
参
加

お
待
ち

し
て
い

ま
す
。 

八
月
三
日
（
土
）、
四
日
（
日
）

に
、
目
黒
銀
座
商
店
街
、
中
目
黒

駅
西
銀
座
商
店
街
主
催
の
「
第
四

十
八
回
中
目
黒
夏
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
初
日
が
阿
波
踊
り
、
二
日
目
が

よ
さ
こ
い
と
各
チ
ー
ム
が
踊
り
を

競
い
合
い
ま
す
。
Ｇ
Ｔ
広
場
で
も
、

午
後
四
時
か

ら
各
チ
ー
ム

の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
舞
い
が

あ
り
夏
の
二

日
間
に

わ
た
っ

て
中
目

黒
が
熱

く
燃
え

ま
す
。 
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